
 

 

 

 

 

 

 

 

GIGA スクール構想、始動しています ！      副校長    
 

 各教室、体育館等のネット環境の整備、全児童分の iPad の設定作業も終了し、本校

でも「GIGA スクール構想」の実現に向けて大きな一歩を踏み出しました。学級ごとの

iPad保管庫に入れられた一人一台の端末が、活躍の時を待っています。 

さっそく「GIGA 開き」を行った学級をのぞいてみると、子どもたちは自分専用の iPad

を机上に置き、キラキラした目で嬉しそうに画面を開いていました。ログインすると、自分

の名前が出てくることに感動している様子もられました。「ロイロノート」を開き、少し操作

を教わると、子どもたちはどんどんやってみたくなります。文章を打ち込んでみる、先生に

メッセージを送る、写真を撮ってみる、…試しているうちに、こんな使い方もできるのではな

いかと、子どもからアイデアが出てくることもあったようです。 

 

「GIGA」とは、「Global and Innovation Gateway for All」の略です。令和元年 12月の萩生田文部科学大

臣のメッセージには、GIGAスクール構想について次のような内容で書かれています。 

今の時代に生きる子供たちにとって、PC 端末は鉛筆やノートと並ぶマストアイテムです。一人一台端末環境は、令

和の時代における学校の「スタンダード」であり、特別なことではありません。一人一台端末を実現し、これまでの教

育実践と ICT とのベストミックスを図っていくことにより、これからの学校教育は劇的に変わります。 

この GIGA スクール構想の実現で大切なことは、ICT 環境の整備ではありません。子どもたちが変化を前向きに

受け止め、豊かな創造性を備え、持続可能な社会の創り手として、予測不可能な未来社会を自立的に生き、社会の

形成に参画するための資質・能力を一層確実に育成していくことが必要です。その際、子どもたちが ICT を適切・安

全に使いこなすことができるようネットリテラシーなどの情報活用能力を育成し

ていくことも重要です。 

 

子どもたちが iPadを自由に使いこなして学習活動ができるようになるために

は、ICT を扱う際のルールやマナーを正しく理解する必要があります。それは、１

年生でも６年生でも変わりません。とても便利なツールですが、一歩間違えると

人を傷つけてしまうこともあることを十分理解した上で活用の場を増やし、

「iPadを使うと友達の考えもよくわかる」「iPadがあると自分の考えを発言しや

すくなった」という声を増やしていけたらうれしいと思っています。 

六ツ川中学校ブロックでは、インターネットに関わる危険から子どもたちを守

るため、地域で約束を定めています。これを機に、ご家庭でも情報機器の扱い方

について話し合ってみてはいかがでしょうか。 

 

私たち六つ川西小学校教職員は、   『G：がんばって I：iPadを G：学習の中で A：扱っていこう』  

を合言葉に、これからの新しい教育活動を模索し、実践していきます。子どもたちを誰一人取り残すことなく、子どもた

ちにこれからの時代を生き抜くために必要な資質・能力をつけていくために！  
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